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働
く
人
シ
リ
ー
ズ
�
お
そ
ば
屋
さ
ん

　
お
店
で
の
一
日
は
、

　
お
店
で
の
一
日
は
、
4040
年
使
い
続
け
て
い
る
特
注
の
器
の
中
で
、

年
使
い
続
け
て
い
る
特
注
の
器
の
中
で
、

そ
ば
を
打
つ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
ば
の
実
の
収
穫
時
期
に

そ
ば
を
打
つ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
ば
の
実
の
収
穫
時
期
に

よ
っ
て
色
や
風
味
も
違
う
の
で
、
そ
の
季
節
な
ら
で
は
の
味
わ
い

よ
っ
て
色
や
風
味
も
違
う
の
で
、
そ
の
季
節
な
ら
で
は
の
味
わ
い

を
生
か
し
て
美
味
し
く
提
供
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
も
大

を
生
か
し
て
美
味
し
く
提
供
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
も
大

切
な
仕
事
で
す
。

切
な
仕
事
で
す
。��

（
裏
表
紙
に
関
連
記
事
を
掲
載
）

（
裏
表
紙
に
関
連
記
事
を
掲
載
）

市議会だより市議会だより



問　
変
更
及
び
字
を
廃
止
す

る
理
由
は
。

答　
施
行
区
域
に
は
３
つ
の

町
の
区
域
と
複
数
の
字
が
あ

る
。
福
岡
新
田
に
編
入
し
、

字
を
な
く
す
こ
と
で
土
地
管

理
の
円
滑
化
や
効
率
化
が
図

ら
れ
る
。

問　
福
岡
新
田
と
し
た
理
由

は
。

答　
他
の
町
名
に
す
る
と
福

岡
新
田
が
分
断
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
よ
る
混
乱
を
避
け

る
た
め
で
あ
る
。

再
審
査

問　
福
岡
新
田
以
外
に
組
合

側
か
ら
の
提
案
は
。

答　
協
議
の
中
で
谷
田
新
町

と
い
う
提
案
は
あ
っ
た
。
そ

の
後
文
書
で
の
申
し
入
れ
は

な
か
っ
た
。

問　
変
更
に
際
し
て
、
利
害

関
係
人
等
の
同
意
は
必
要
か
。

答　
同
意
や
意
見
書
の
提
出

を
必
要
と
す
る
法
令
上
の
規

定
は
な
い
が
、
関
係
者
に
対

し
て
は
丁
寧
に
説
明
し
て
い

く
方
針
で
あ
る
。

参
考
人
質
疑

問　
組
合
内
で
は
町
名
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
協
議
が

あ
っ
た
の
か
。

答　
理
事
会
で
谷
田
新
町
と

い
う
町
名
を
決
定
し
、
市
に

も
そ
れ
を
提
案
し
て
い
た

が
、
話
し
合
い
を
持
っ
て
も

ら
え
な
か
っ
た
。

問　
市
が
福
岡
新
田
と
決
定

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
理
事

会
で
は
ど
の
よ
う
な
議
論
が

あ
っ
た
か
。

答　
残
さ
れ
た
期
間
も
な
い

こ
と
か
ら
、
断
腸
の
思
い
で

市
の
方
針
に
従
う
こ
と
を
多

数
決
で
決
定
し
た
。

問　
今
か
ら
再
提
案
す
る
考

え
は
。

答　
工
期
延
長
を
避
け
る
た

め
に
差
し
控
え
た
い
。

附
帯
決
議

・�

換
地
処
分
に
至
る
ま
で
の

間
、
組
合
と
十
分
に
話
し

合
い
を
行
い
事
務
執
行
を

行
う
こ
と
。

・�

組
合
と
良
好
な
関
係
を
築

き
円
滑
な
事
業
終
結
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
。

令
和
７
年

令
和
７
年  

第
２
回
定
例
会

第
２
回
定
例
会

5 
 ３０

6 
 １９

　
令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予

算
を
は
じ
め
、
市
文
化
施
設
整
備
事
業
建
設
工
事
請
負

変
更
契
約
の
締
結
、
町
の
区
域
の
変
更
及
び
字
の
区
域

の
廃
止
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
た
結

果
、
議
案
19
件
全
て
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
消
費
税
の
減
税
に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
求

め
る
請
願
ほ
か
１
件
の
請
願
に
つ
い
て
は
、
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

上野台小学校上野台小学校

これからも未来に向けこれからも未来に向け
　　着実に歩み続ける　　着実に歩み続ける

上
野
台
小
学
校
の

借
地
を
用
地
取
得
へ

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補正予算
全員賛成で可決

問　
用
地
取
得
す
る
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

は
。

答　
年
間
２
５
０
０
万

円
の
借
地
料
を
支
払
っ

て
き
た
。
賃
借
と
購
入

の
比
較
検
討
を
行
っ
た

結
果
、
将
来
的
な
財
政

負
担
の
軽
減
が
メ
リ
ッ

ト
で
あ
る
。
購
入
に
当

た
り
、
予
算
計
上
が

12
億
円
と
い
う
の
が
デ

メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

問　
賃
借
と
購
入
の
将

来
的
な
差
異
は
。

答　
国
の
法
律
等
に
基

づ
い
て
、
減
額
割
合
を

乗
じ
て
積
算
し
て
い
る
。

　

単
年
度
だ
け
で
考
え
る

と
、
賃
借
の
金
額
と
購
入
費

と
言
う
の
は
大
き
な
乖
離
は

あ
る
が
、
長
期
的
に
は
有
益

と
考
え
る
。

問　

具
体
的
な
計
算
方
法

は
。

答　
国
で
も
鑑
定
評
価
を
行

う
の
で
、
今
回
正
確
な
数
字

を
示
せ
な
い
。

　
鑑
定
額
、
借
地
権
割
合
及

び
学
校
用
地
に
供
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
た
予
算
額
で

あ
る
。

　
上
野
台
小
学
校
は
国
有
地
を
借
地
と
し
て
借
り

上
げ
、
学
校
運
営
を
行
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
今
回
、
用
地
取
得
す
る
た
め
の
補
正
予
算
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ
ス
産
業
団
地
の

町
の
区
域
は
「
福
岡
新
田
」
に

町
の
区
域
の
変
更
及
び
字
の
区
域
の
廃
止

まちづくり
賛成多数で可決

さ
ら
に
魅
力
あ
る

文
化
施
設
に

市
文
化
施
設
整
備
事
業　

建
設
工
事
請
負
変
更
契
約

変更契約の締結
全員賛成で可決

問　

ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト

ホ
ー
ル
棟
の
追
加
整
備
の
内

容
は
。

答　
日
本
舞
踊
や
能
、
歌
舞

伎
等
に
対
応
す
る
所
作
台
と

仮
設
花
道
を
追
加
し
、
花
道

は
着
脱
可
能
な
仕
様
に
す

る
。

問　
屋
外
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
の
仕
様
変
更
の
概
要
は
。

答　
ホ
ー
ル
棟
側
半
面
を
ゴ

ム
チ
ッ
プ
舗
装
に
し
て
安
全

性
を
確
保
し
、
多
目
的
に
活

用
す
る
。
ま
た
、
上
野
台
小

学
校
側
半
面
を
カ
ラ
ー
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
と
し
、
イ
ベ
ン
ト

や
災
害
時
の
車
両
避
難
場
所

等
と
し
て
も
整
備
す
る
。

問　
工
事
延
長
の
理
由
と
そ

の
期
間
は
。

答　
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事

等
の
影
響
で
、
竣
工
を
令
和

7
年
8
月
下
旬
、
全
体
工
期

の
終
期
を
令
和
７
年
9
月
26

日
へ
延
長
す
る
。

ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
の  

北
側
駐
車
場
整
備

問　
整
備
概
要
の
内
容
は
。

答　
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
と

大
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
間
に
通
路
を
整
備
し
、

カ
ラ
ー
舗
装
や
一
方
通
行
化

等
で
安
全
対
策
を
実
施
す
る
。

　
建
設
中
の
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
ホ
ー
ル
棟
の
工
事
内

容
の
変
更
及
び
工
期
の
延
長
と
、
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト

の
北
側
駐
車
場
整
備
に
よ
り
、
請
負
契
約
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

　
国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ
ス
ふ
じ
み
野
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
区
域
の
町

の
区
域
を「
福
岡
新
田
」に
統
一
し
、字
を
廃
止
す
る
議
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
委
員
会
審
査
で
は
、市
と
組
合
の
間
で
一
部
認
識
の
相
違
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、

組
合
理
事
長
の
参
考
人
質
疑
を
含
む
再
審
査
及
び
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

議会新人事議会新人事

総務・教育常任
委員会

◎民部　佳代
○鈴木　宏樹
　田中　早苗
　鈴木　美恵
　鈴木啓太郎
　加藤　恵一
　床井　紀範

生活・福祉常任
委員会

◎川畑　京子
○足立志津子
　金濵　高顕
　坪田　敏孝
　前田　広子
　島田　和泉
　山田　敏夫

予算・決算常任
委員会

◎山田　敏夫
○塚越　洋一

委員長・副委員長
を除く全議員

議会運営
委員会

◎山田　敏夫
○塚越　洋一
　板倉　　篤
　近藤　善則
　島田　和泉
　川畑　京子
　小林　憲人

市民・都市常任
委員会

◎小林　憲人
○板倉　　篤
　古越　孝子
　川島　秀男
　近藤　善則
　原田　雄一
　塚越　洋一

※議会広報常任委員会は裏表紙をご覧ください。５月30日現在

◎ 委員長　○ 副委員長

◆
議
案
に
対
す
る
質
疑

青　
藍　
会　
板
倉　
　
篤 

議
員

公　
明　
党　
川
畑　
京
子 

議
員

自
由
清
進
の
会　
原
田　
雄
一 

議
員

日
本
共
産
党　
床
井　
紀
範 

議
員

正副議長就任挨拶
　５月30日の定例会におきまして、正副議長に就任いたしま
した。ふじみ野市誕生20周年の節目にこの大役を仰せつかり、
身の引き締まる思いでございます。
　物価高騰や災害対策など様々な課題への対応が求められる
中、二元代表制の一翼を担う議会としての機能を十分に発揮し、
議員が一丸となって市民の皆様の安全・安心な暮らしの実現に
取り組んでまいります。　
　今後とも、市民の皆様におかれましては市議会に対し、より
一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

議長
加藤　恵一

副議長
金濵　高顕
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議 案 審 議
本会議・委員会での質疑をまとめています。本会議・委員会での質疑をまとめています。



令和７年第２回定例会の提出議案等と審議結果
●全会一致で可決した議案
議案番号 議案名 議決結果 議案番号 議案名 議決結果
第 42 号 
議　 案

専決処分の承認を求めることについて（ふ
じみ野市税条例の一部を改正する条例） 承　認 第 51 号 

議　 案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 43 号 
議　 案

専決処分の承認を求めることについて（ふじ
み野市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承　認 第 52 号 

議　 案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 44 号 
議　 案

専決処分の承認を求めることについて（ふじみ
野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承　認 第 53 号 

議　 案
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見
を求めることについて 同　意

第 45 号 
議　 案

専決処分の承認を求めることについて
（固定資産評価員の選任について） 承　認 第 55 号 

議　 案
ふじみ野市立福岡中学校校舎Ａ棟長寿命
化予防改修工事請負契約の締結について 可　決

第 46 号 
議　 案

令和７年度ふじみ野市一般会計補正予算
（第１号） 可　決 第 56 号 

議　 案
ふじみ野市立花の木中学校校舎大規模改
造工事請負契約の締結について 可　決

第 47 号 
議　 案 ふじみ野市税条例の一部を改正する条例 可　決 第 57 号 

議　 案
ふじみ野市立博物館整備工事請負契約の
締結について 可　決

第 48 号 
議　 案

ふじみ野市文化施設整備事業建設工事請
負変更契約の締結について 可　決 第 58 号 

議　 案
ふじみ野市立博物館展示作成業務委託契
約の締結について 可　決

第 49 号 
議　 案 財産の取得について 可　決 第 59 号 

議　 案 財産の取得について 可　決

第 50 号 
議　 案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

●賛否が分かれた議案等 〇：賛成　　×：反対

議
案
番
号

議案名
議
決
結
果

青藍会 公明党 自由清進の会 日本共産党

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

田
中　
早
苗

川
島　
秀
男

前
田　
広
子

鈴
木　
宏
樹

板
倉　
　
篤

加
藤　
恵
一

小
林　
憲
人

山
田　
敏
夫

古
越　
孝
子

鈴
木　
美
恵

島
田　
和
泉

川
畑　
京
子

坪
田　
敏
孝

鈴
木
啓
太
郎

近
藤　
善
則

原
田　
雄
一

足
立
志
津
子

床
井　
紀
範

塚
越　
洋
一

金
濵　
高
顕

民
部　
佳
代

第 54 号 
議　 案

町の区域の変更及び字の区域の廃
止について

可
決〇〇〇〇〇議

長〇〇〇〇欠
席〇××××〇〇〇〇〇

第 60 号 
議　 案 監査委員の選任について 同

意〇〇〇〇〇議
長〇〇〇〇欠

席
除
斥×××××××〇〇

請　 願 
第 1 号

消費税の減税に関する意見書提出
を求める請願

不
採
択
×××××議

長××××欠
席××〇〇〇〇〇〇××

請　 願 
第 2 号

国に「消費税の適格請求書等保存方式（インボ
イス制度）廃止の意見書」提出を求める請願

不
採
択
×××××議

長××××欠
席××〇〇〇〇〇〇××

動 議 市議会議員に対する暴力行為を許
さない決議を求める動議

否
決×××××議

長××××欠
席×〇〇〇〇〇〇〇××

動 議 議長不信任の動議 否
決×××××除

斥××××欠
席×〇〇〇〇×××

副
議
長
×

※議長は採決に加わっていません。
※�除斥とは、審議の公平性を期すために、審議事件と一定の利害関係を有する議員は、当該事件の審議に参加することができない
とする制度のことです。

一輝さん �インテリアの仕事がしたいです。お父
さんがインテリアの仕事をしていて、
お母さんも以前していたからです。

幸依さん �まだなりたい職業は分からないけれど、
縫い物が好きです。この前、布でキー
ホルダーを作りました。

�消防士になりたいです。お父さんが警察官、
お母さんが看護師をしているので、僕も人を
助ける仕事がいいと考えました。
�宇宙飛行士になりたいです。スターウォーズ
の映画を見て、宇宙から地球を見たいと思っ
たからです。

将来なりたい職業とその理由や好きなことについて、小学生にインタビューしました。

in 元気・健康フェア  in 元気・健康フェア  
（20周年記念事業）（20周年記念事業）子どもたち子どもたちにに聞きました聞きました

連 載 企 画

倉
くら

田
た

一
い っ き

輝さん　　倉
くら

田
た

幸
ゆ い

依さん

インボイス廃止の意見書
提出を求める請願

請　願
不採択不採択

　国に「消費税の適格請求書等保存方式（イ
ンボイス制度）廃止の意見書」提出を求め
る請願が事業者団体２者から市議会に提出
されました。審議の結果、賛成少数で請願
は不採択となりました。

 主な賛成意見 
　業者間の取引でインボイスがないと、仕
入れ分の消費税を差し引くことができな
い。免税事業者は、登録を事実上強制され
ている。消費税を一律５％に減税すれば、
インボイスは不要である。

 主な反対意見 
　インボイス制度は、税の公平性の点で重
要である。制度定着に向けて進んでいるの
で、制度廃止は混乱をきたす。
　また、政府からの補助制度等もあり、事
業者には負担がかからない。

消費税減税の意見書
提出を求める請願

請　願
不採択不採択

　市民172名の署名付きで、消費税の減税
に関する意見書提出を求める請願が市議会
に提出されました。審議の結果、賛成少数
で請願は不採択となりました。

 主な賛成意見 
　消費税減税が一番の物価高騰対策であ
る。消費税５％の引き下げで、平均的な勤
労者世帯で年間12万円の減税になる。大
企業と富裕層への優遇税制を改革すれば、
財源は十分確保できる。

 主な反対意見 
　消費税は地方自治体にとって重要な財源
である。減税は税収減につながり、福祉や
教育、インフラ整備への影響が懸念される。
地域住民に提供されるサービスの質が低下
するおそれがある。

島田 和泉議員逝去
島田和泉議員が令和７年７月３日にご逝去されました。享年63歳。

故島田和泉議員は、平成27年に初当選以来３期にわたり、ふじみ野市の住民
福祉向上と地方行政発展のためにご尽力され、令和５年５月19日から令和７
年５月30日までは市議会議長としての職責も果たされました。
ここに謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りいたします。

その他の声
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市政を問う！
一般質問

　一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。今回の議会では、17人
の議員が一般質問を行いました。掲載した内容は各議員本人が要約したものです。なお、全ての
質問と回答は市議会ホームページの会議録で閲覧できます。（８月下旬掲載予定）

問　
市
自
治
基
本
条
例
第
19

条
に
情
報
を
市
民
に
積
極
的

に
提
供
と
あ
る
。
川
越
市
等

近
隣
市
、
全
国
の
先
進
都
市

で
公
開
し
て
い
る
。
原
課
の

要
求
額
、審
査
意
見
、審
査
結

果
を
公
開
す
る
考
え
は
。

答　

意
思
形
成
過
程
で
あ

り
、
３
か
年
実
施
計
画
に
基

づ
い
て
編
成
し
て
お
り
、
現

時
点
で
公
開
す
る
考
え
は
な

い
。児

童
虐
待
の
防
止・対
策

問　
不
十
分
な
養
育
環
境
の

子
が
対
象
の
国
の
児
童
育
成

支
援
拠
点
事
業
の
取
り
組
み

は
。

答　
実
施
し
て
い
な
い
。
他

の
自
治
体
の
取
り
組
み
を
調

査
す
る
。

不
登
校
の
子
の 

 

第
三
の
居
場
所
を
整
備

問　
石
川
県
加
賀
市
は
、
児

童
セ
ン
タ
ー
を
平
日
日
中
の

居
場
所
と
し
て
い
る
。
整
備

の
考
え
は
。

答　
児
童
セ
ン
タ
ー
、
今
後

開
設
予
定
の
博
物
館
、
文
化

施
設
な
ど
、
第
三
の
居
場
所

と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
各

課
と
連
携
し
、
中
長
期
的
な

体
制
づ
く
り
を
研
究
す
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の 

 

設
置
と
補
助

問　
自
治
組
織
、
商
店
街
等

に
よ
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

へ
の
補
助
の
考
え
は
。

答　
補
助
金
を
交
付
し
て
い

る
自
治
体
に
対
し
、
調
査
を

行
っ
て
い
る
。

予
算
編
成
過
程
の
公
開

坪
田　
敏
孝 

議
員

問　
県
営
住
宅
や
Ｕ
Ｒ
都
市

機
構
を
応
急
住
宅
と
し
て
活

用
す
る
考
え
は
。

答　

県
の
取
り
組
み
と
し

て
、
災
害
等
で
住
宅
を
失
い

困
窮
し
て
い
る
県
民
に
当
面

の
生
活
の
場
を
提
供
と
、
生

活
基
盤
の
立
て
直
し
を
支
援

す
る
た
め
に
、
県
営
住
宅
の

空
き
室
を
一
時
的
に
応
急
住

宅
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
取
り
組

み
と
し
て
、
国
か
ら
の
要
請

に
よ
り
、
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
の

空
き
室
を
応
急
住
宅
と
し
て

提
供
し
て
い
る
。

　
被
災
し
た
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
各
種

相
談
に
対
応
す
る
生
活
支
援

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
た

Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
。
し
か
し
本
市

に
あ
る
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
は
配

置
が
な
い
た
め
、
一
時
的
な

住
ま
い
と
し
て
利
活
用
は
さ

れ
て
い
な
い
。

災
害
時
に
お
け
る
避
難

所
外
避
難
者
へ
の
支
援

問　
在
宅
・
車
中
泊
避
難
者

へ
の
支
援
の
考
え
は
。

答　
指
定
避
難
所
の
避
難
者

と
同
様
に
、
市
が
備
蓄
し
て

い
る
食
料
、
水
、
生
活
用
品

を
提
供
す
る
ほ
か
、
国
や
県

な
ど
か
ら
の
プ
ッ
シ
ュ
型
支

援
物
資
も
提
供
す
る
。

　
ま
た
、
市
職
員
を
地
区
対

策
本
部
に
派
遣
し
、
自
治
組

織
等
が
把
握
し
て
い
る
避
難

所
外
避
難
者
の
情
報
を
収
集

す
る
こ
と
で
物
資
の
提
供
が

円
滑
に
進
む
と
考
え
て
い
る
。

児童育成支援拠点事業の取り組み
こども家庭庁ホームページより抜粋

災害時にＵＲ賃貸住宅の活用を

一 般 質 問

問　
中
学
３
年
生
を
対
象
に

闇
バ
イ
ト
の
危
険
性
に
つ
い

て
、
社
会
保
険
労
務
士
等
の

専
門
家
に
よ
る
注
意
喚
起
の

出
前
授
業
を
開
催
し
て
み
て

は
。

答　
現
在
実
施
し
て
い
る
保

護
司
に
よ
る
出
前
授
業
に
加

え
、
社
会
保
険
労
務
士
等
の

専
門
家
を
招
き
、
生
徒
の
職

業
観
を
養
う
学
習
に
つ
い
て
、

市
内
各
学
校
に
周
知
す
る
。

地
域
の
防
犯
力 

 

向
上
の
た
め
に

問　
個
人
住
宅
の
防
犯
カ
メ

ラ
等
の
購
入
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
考
え
は
。

答　
設
置
費
用

を
補
助
し
、
設

置
台
数
を
増
や

す
こ
と
は
、
市

民
の
防
犯
意
識

を
高
め
、
犯
罪

抑
止
に
つ
な
が

る
こ
と
も
期
待

さ
れ
る
が
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か

ら
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

　
他
市
事
例
等
を
調
査
し
課

題
や
対
応
等
を
整
理
し
、
購

入
補
助
制
度
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

心
の
健
康
づ
く
り

問　
こ
こ
ろ
の
体
温
計
の
導

入
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答　
気
づ
き
に
く
い
心
の
疲

れ
具
合
を
目
に
見
え
る
形
で

知
る
こ
と
が
で
き
、
早
め
の

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。
導
入

自
治
体
で
の
利
用
実
績
や
効

果
等
を
調
査
す
る
な
ど
検
討

を
し
て
い
る
。

若
者
を
犯
罪
か
ら

守
る
た
め
に

古
越　
孝
子 

議
員

問　
市
手
話
言
語
条
例
制
定

に
よ
る
庁
舎
内
や
公
共
施
設

で
の
活
用
状
況
は
。

答　
正
規
職
員
の
手
話
通
訳

士
1
名
配
置
し
、
聴
覚
障
が

い
の
あ
る
人
な
ど
が
、
安
心

し
て
利
用
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
る
。

問　
緊
急
時
、
災
害
時
の
聴

覚
障
が
い
者
へ
の
現
状
と
対

策
は
。

答　
各
指
定
避
難
所
や
福
祉

避
難
所
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
等
を
常

備
し
、
音
声
以
外
で
の
対
策

を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
入
間

東
部
地
区
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
音
声
の
１
１
９
番

通
報
が
困
難
な
人
を
対
象
と

し
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
る
。
今
後
も
当
事
者
の
意

見
を
伺
い
、
対
策
を
講
じ
て

い
く
。

障
が
い
児
、 

 

障
が
い
者
家
族
の
支
援

問　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
生
活
介
護
事
業
所
の
活

用
状
況
は
。

答　
令
和
6
年
度
で
は
そ
れ

ぞ
れ
４
３
８
人
、
１
８
４
人

の
人
が
利
用
し
て
お
り
、
送

迎
も
行
わ
れ
て
い
る
。
利
用

者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
た

め
、
受
け
皿
の
確
保
が
課
題

と
捉
え
て
い
る
。

問　
サ
ー
ビ
ス
利
用
先
を
結

ぶ
相
談
支
援
専
門
員
の
活
用

は
。

答　
利
用
者
や
家
族
に
他
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
、
相
談
を
受
け
て

い
る
。
今
後
も
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
や
課
題
を
把
握
し
、

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
。

水
道
料
金
の
減
免金

濵　
高
顕 

議
員

問　

物
価
高
支
援
と
し
て
、

水
道
料
金
の
減
免
を
再
度
実

施
で
き
な
い
か
。

答　
国
か
ら
の
交
付
金
を
財

源
と
し
て
、
過
去
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
水
道
事
業

会
計
だ
け
で
実
施
す
る
こ
と

は
困
難
な
こ
と
か
ら
、
市
全

体
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

問　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

水
道
料
金
の
減
免
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
現
状
の
市
民
生
活
に

何
を
も
っ
て
支
援
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
か
。

答　
水
道
事
業
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
手
法
を
含
め
、
国
の
動

向
も
注
視
を
し
て
、
市
民
生

活
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
物

価
高
騰
対
策
を
取
れ
る
の
か

検
討
を
進
め
て
い
る
。

公
金
の
運
用
状
況

問　
運
用
益
は
ど
の
く
ら
い

か
。

答　
令
和
６
年
度
の
全
体
で

４
５
６
５
万
６
８
０
６
円
で

あ
っ
た
。

問　
リ
ス
ク
管
理
と
実
績
の

追
求
は
。

答　
安
全
性
と
流
動
性
を
確

保
し
た
上
で
、
預
金
よ
り
金

利
の
高
い
債
券
を
購
入
す
る

な
ど
し
て
運
用
収
益
に
努
め

て
き
た
。

問　
金
利
が
上
昇
傾
向
で
あ

り
、
債
券
価
格
の
下
落
リ
ス

ク
が
生
じ
て
き
た
と
考
え
る

が
、
市
の
認
識
は
。

答　
今
後
に
つ
い
て
、
安
全

性
を
第
一
に
考
え
た
運
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

手話でコミュニケーションを

若者を狙う特殊詐欺に注意

災
害
時
に
お
け
る

応
急
住
宅
の
確
保

田
中　
早
苗 

議
員

共
生
社
会
推
進
へ
の

取
り
組
み

前
田　
広
子 

議
員
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一 般 質 問

問　

旧
江
戸
屋
を
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
活
用
し
て

は
。

答　
歴
史
的
建
物
の
保
存
を

目
的
と
し
、
ま
ず
は
臨
時
の

出
店
な
ど
検
討
す
る
。
今
後

と
も
交
流
の
場
、
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
場
と
し
て
、
総
合

的
に
活
用
を
検
討
す
る
。

高
齢
者
の 

 

補
聴
器
購
入
補
助
を

問　
補
聴
器
購
入
の
補
助
が

あ
る
県
内
市
町
村
は
。

答　
63
市
町
村
の
う
ち
21
市

町
に
補
助
が
あ
る
。

問　
補
聴
器
は
認
知
症
予
防

や
孤
立
対
策
に
効
果
が
あ

る
。
市
で
補
助
を
行
う
考
え

は
。

答　
加
齢
性
難
聴
に
対
す
る

理
解
や
早
期
発
見
、
早
期
受

診
を
促
進
す
る
取
り
組
み
を

行
い
、
他
の
自
治
体
の
動
向

を
見
な
が
ら
総
合
的
な
視
点

で
判
断
す
る
。

子
宮
頸
が
ん
検
診
の 

 

医
療
機
関
の
拡
大

問　
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受

診
は
心
理
的
負
担
が
大
き

い
。
川
越
市
の
病
院
を
か
か

り
つ
け
に
し
て
い
る
女
性
も

多
い
が
、
通
い
慣
れ
た
と
こ

ろ
で
受
診
で
き
る
よ
う
医
療

機
関
を
拡
大
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
は
東
入
間
医
師
会

管
内
の
医
療
機
関
で
受
診
で

き
る
が
、
受
診
機
会
を
確
保

す
る
た
め
今
後
検
討
す
る
。

問　
食
料
安
全
保
障
に
対
す

る
市
の
考
え
は
。

答　
食
料
の
安
定
的
な
供
給

を
確
保
す
る
た
め
、
持
続
的

な
農
業
の
発
展
が
必
要
で
あ

り
、
農
業
の
生
産
性
向
上
や

農
地
及
び
農
業
の
担
い
手
の

確
保
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
ま
た
、
安
定
的
な
農
業
を

継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

農
業
従
事
者
の
努
力
だ
け
で

な
く
、
農
業
へ
の
理
解
を
市

民
全
体
に
深
め
て
い
く
必
要

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

市
が
運
営
す
る 

 

農
業
入
門
塾

問　
農
業
入
門
塾
に
よ
る
新

規
就
農
希
望
者
は
。

答　
現
在
、
市
民
農
園
や
自

宅
敷
地
内
で
の
栽
培
な
ど
自

家
消
費
用
の
栽
培
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
塾
生
の
中
か

ら
新
規
就
農
に
つ
な
が
っ
た

ケ
ー
ス
は
な
い
。
農
業
入
門

塾
の
卒
業
生
及
び
第
3
期
目

の
塾
生
の
中
か
ら
新
規
就
農

希
望
者
が
あ
っ
た
場
合
、
速

や
か
に
就
農
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
努
め
る
。

学
校
給
食
で
の 

 

食
料
品
高
騰

問　
今
後
も
食
料
品
の
高
騰

が
続
い
た
場
合
、
市
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る

か
。

答　
物
価
高
騰
分
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
に
追
加
負
担
を

求
め
る
こ
と
な
く
、
公
費
を

投
入
し
て
い
く
方
針
で
あ

る
。

　
ま
た
、
献
立
内
容
や
調
理

方
法
の
工
夫
に
よ
る
コ
ス
ト

削
減
に
も
取
り
組
む
。

問　
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
の

学
習
席
の
状
況
は
。

答　

施
設
全
体
で
は
合
計

１
７
０
席
あ
る
。

　
平
日
の
夜
間
や
休
日
は
自

由
席
が
満
席
に
な
る
。

　
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
や
利
用

に
空
き
が
あ
る
諸
室
も
自
主

学
習
が
行
え
る
自
由
席
の
拡

充
を
行
っ
て
き
た
。

　
夏
休
み
等
の
ホ
ー
ル
利
用

が
な
い
場
合
は
、
1
階
楽
屋

等
を
学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

開
放
し
て
い
る
。

問　
電
源
利
用
席
は
。

答　
4
階
に
10
席
コ
ン
セ
ン

ト
付
き
の
机
が
あ
る
。
整
備

中
の
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト

ホ
ー
ル
棟
に
は
14
席
コ
ン
セ

ン
ト
付
き
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ー

ブ
ル
を
含
め
た
34
席
の
自
由

席
を
設
置
す
る
予
定
で
あ

る
。安

心
し
て
使
え
る 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ

問　
管
理
し
て
い
る
箇
所
と

台
数
は
。

答　
市
内
各
公
共
施
設
77
ヵ

所
、
96
台
あ
る
。

　

市
内
公
共
施
設
含
め

１
８
２
ヵ
所
に
設
置
が
あ

る
。

問　
24
時
間
営
業
コ
ン
ビ
ニ

と
連
携
し
設
置
検
討
は
。

答　
非
常
に
高
価
な
医
療
機

器
で
あ
り
、
正
常
な
状
態
で

使
用
で
き
る
よ
う
保
守
点
検

を
毎
日
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
適
正
に
活
用
で
き
る
か
課

題
を
整
理
し
、
設
置
状
況
な

ど
を
考
慮
し
た
上
で
今
後
研

究
す
る
。

本
市
で
取
り
組
み
可
能
な

食
料
安
全
保
障川

島　
秀
男 

議
員地域の農業を守ろう

江戸時代の商売の歴史を今に

公共施設の電源利用席

一 般 質 問

問　
市
内
小
・
中
学
校
に
お

け
る
不
登
校
の
現
状
は
。

答　
令
和
６
年
度
が
小
学
校

１
０
９
人
、
中
学
校
１
７
３

人
。
全
国
的
傾
向
と
同
様
に

本
市
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

問　
市
教
育
委
員
会
の
支
援

体
制
と
施
策
は
。

答　

教
育
相
談
室
で
の
相

談
、
適
応
指
導
教
室
の
設

置
、
学
び
育
ち
サ
ポ
ー
タ
ー

の
配
置
な
ど
、
児
童
・
生
徒

の
不
安
や
悩
み
に
寄
り
添
う

相
談
・
支
援
体
制
を
整
備
し

て
い
る
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

と
の
連
携
も
深
め
て
い
る
。

問　
子
ど
も
へ
の
理
解
、
休

息
と
回
復
の
保
障
に
つ
い
て

の
考
え
方
は
。

答　
無
理
に
登
校
を
促
す
よ

う
な
関
わ
り
は
、
か
え
っ
て

子
ど
も
の
心
身
に
負
担
を
か

け
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
一
方
で
、
必
要
に
応
じ
て

登
校
を
段
階
的
に
促
し
て
い

く
積
極
的
な
関
わ
り
方
も
取

り
入
れ
な
が
ら
、
一
人
一
人

の
実
態
に
応
じ
て
十
分
に
時

間
を
か
け
て
子
ど
も
が
安
心

し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

超
低
空
飛
行
へ
の 

 

対
応
は

問　
市
上
空
で
の
超
低
空
飛

行
に
つ
い
て
、市
の
対
応
は
。

答　
市
民
の
安
全
・
安
心
な

生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
引

き
続
き
県
基
地
対
策
協
議
会

を
通
じ
て
、
入
間
基
地
周
辺

市
町
と
共
同
で
要
望
を
行
っ

て
い
く
。

問　

茎
に
有
毒
成
分
を
有

し
、
強
い
繁
殖
力
で
生
態
系

に
影
響
を
与
え
る
ナ
ガ
ミ
ヒ

ナ
ゲ
シ
の
駆
除
は
。

答　
特
定
外
来
生
物
で
は
な

い
が
、
同
様
の
注
意
が
必
要

な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
注
意
喚

起
、
駆
除
の
協
力
、
駆
除
方

法
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
市
報
へ
の
掲
載
、

チ
ラ
シ
作
成
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
周
知
と
共
に
、
最
適
な
駆

除
時
期
で
あ
る
冬
前
に
情
報

発
信
し
て
い
く
。

問　
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
、
ふ
ん

被
害
な
ど
衛
生
面
で
心
配
で

あ
る
。
駆
除
は
。

答　
野
生
動
物
の
た
め
、
法

律
に
よ
り
許
可
な
く
捕
獲
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
駆
除
に
係
る
補
助

金
を
開
始
し
た
自
治
体
が
あ

る
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、

本
市
で
も
被
害
状
況
を
見
な

が
ら
導
入
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

子
ど
も
の 

 

防
災
を
考
え
る

問　
子
ど
も
が
持
ち
歩
け
る

防
災
ポ
ー
チ
づ
く
り
講
座
を
。

答　
他
自
治
体
の
防
災
ポ
ー

チ
づ
く
り
講
座
の
事
例
を
研

究
し
、
小
学
生
に
向
け
た
防

災
学
習
の
場
な
ど
に
お
い
て

周
知
を
行
う
。

問　
避
難
所
に
子
ど
も
向
け

の
お
菓
子
の
備
蓄
を
。

答　
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
つ

な
が
る
よ
う
、
な
じ
み
の
あ

る
ビ
ス
ケ
ッ
ト
菓
子
を
備
蓄

し
て
い
る
。
今
後
も
幅
広
い

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
備
蓄
を
検

討
し
て
い
く
。

問　
本
市
の
保
護
司
の
現
状

は
。

答　

12
名
が
活
動
し
て
お

り
、
１
人
平
均
２
・
16
件
を

担
当
し
て
い
る
。

問　
若
者
と
連
携
し
た
犯
罪

や
非
行
防
止
の
啓
発
の
た
め

の
取
り
組
み
は
。

答　
今
年
度
は
ふ
じ
み
野
高

校
の
生
徒
、
文
京
学
院
大
学

の
学
生
と
一
緒
に
駅
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
う
。

　
ま
た
、
中
学
3
年
生
を
対

象
に
し
た
保
護
司
に
よ
る
特

別
授
業
を
毎
年
実
施
し
、
犯

罪
被
害
防
止
や
更
生
保
護
を

学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

市
民
協
働
の 

 

ひ
き
こ
も
り
対
策
を

問　
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
市

民
活
動
団
体
等
の
協
力
を
求

め
て
は
。

答　
空
き
店
舗
を
借
用
し
た

フ
リ
ー
サ
ロ
ン
ふ
ら
っ
と
や

集
会
所
を
借
用
し
た
創
作
活

動
、
福
祉
施
設
に
お
け
る
清

掃
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
社
会
参
加
と

地
域
交
流
の
機
会
が
増
え
て

き
て
い
る
。

都
市
型
水
害
の 

 

減
災
に
向
け
て

問　
県
の
雨
水
浸
透
マ
ス
設

置
補
助
事
業
再
開
は
。

答　
令
和
７
年
度
ふ
じ
み
野

市
分
の
県
の
予
算
が
確
保
さ

れ
た
。
お
お
む
ね
50
か
ら
60

基
が
設
置
で
き
る
見
込
み

で
、
雨
水
流
出
抑
制
効
果
が

期
待
さ
れ
る
７
町
会
に
説
明

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

不
登
校
問
題
へ
の
対
応
は

塚
越　
洋
一 

議
員

歴
史
あ
る

旧
江
戸
屋
の
活
用

民
部　
佳
代 

議
員

学
び
を
支
え
る
学
習
環
境

鈴
木　
宏
樹 

議
員

安
心
安
全
を
守
る

環
境
づ
く
り

鈴
木　
美
恵 

議
員

かわいい花には毒がある

膝まで冠水した川越街道旧道

保
護
司
が
取
り
組
む

犯
罪
防
止
と
非
行
防
止

板
倉　
篤 

議
員
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問　
平
成
29
年
台
風
第
21
号

を
想
定
し
た
場
合
の
川
崎
調

整
池
の
効
果
は
。

答　
川
崎
調
整
池
整
備
事
業

は
、
貯
水
量
約
３
万
８
千
㎥

の
調
整
池
及
び
排
水
能
力
毎

秒
約
３
・
５
㎥
の
ポ
ン
プ
施

設
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

　
想
定
さ
れ
る
台
風
と
同
規

模
降
雨
量
の
降
雨
で
も
、
地

形
的
に
雨
水
が
集
ま
り
や
す

い
場
所
で
も
浸
水
深
約
50
㎝

以
下
に
抑
え
ら
れ
る
と
、
報

告
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
川
崎
調
整
池
の
運

用
は
、川
越
江
川
の
水
位
が
、

荒
川
工
事
基
準
面
＋
８
ｍ
に

達
す
る
と
、
取
水
ぜ
き
か
ら

導
水
き
ょ
を
通
り
、
調
整
池

へ
流
入
し
、
樋
門
操
作
に
関

係
な
く
調
整
池
に
雨
水
を
取

り
込
め
る
。

市
文
化
施
設
に
お
け
る 

 

社
会
教
育
事
業
の
充
実
を

問　
住
民
の
学
習
権
を
保
障

す
る
た
め
に
専
門
職
の
配
置

を
。

答　
５
月
７
日
よ
り
、
社
会

教
育
主
事
を
文
化
施
設
に
配

置
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
社
会
教
育
士
と
の
連

携
を
強
化
し
、
住
民
の
学
習

機
会
の
提
供
と
地
域
力
の
向

上
に
貢
献
す
る
。

問　
社
会
教
育
の
視
点
で
の

利
用
者
団
体
の
系
統
的
育
成

を
。

答　
社
会
教
育
の
考
え
方
に

照
ら
し
、
社
会
教
育
団
体
等

の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

一 般 質 問

問　

令
和
7
年
度
一
般
会

計
予
算
で
、
下
福
岡
城
山

公
園
用
地
取
得
の
議
案

２
７
５
５
万
円
が
計
上
さ
れ

た
。
同
公
園
は
平
成
24
年
に

一
部
を
約
２
９
０
０
万
円
で

取
得
し
、
今
回
改
め
て
用
地

取
得
の
議
案
が
出
さ
れ
た

が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

答　

地
権
者
の
要
望
が
あ

り
、
予
算
の
都
合
で
一
部
取

得
と
な
っ
た
。

問　
所
得
税
の
特
別
控
除
は

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
１
回
目
は
１
５
０
０
万

円
の
控
除
が
行
わ
れ
た
。
税

務
署
と
事
前
協
議
す
る
の
で

今
年
度
も
適
用
に
な
る
か
答

弁
で
き
な
い
。

問　
地
権
者
は
、
政
党
関
係

者
で
あ
り
、
公
職
も
あ
り
、

市
長
と
親
し
い
間
柄
で
あ
る

と
聞
く
が
、問
題
な
い
の
か
。

答　
地
権
者
の
思
想
、
信
条

や
属
性
、
公
職
の
有
無
な
ど

は
一
切
考
慮
し
て
い
な
い
。

問　
平
成
24
年
の
鑑
定
書
で

は
公
園
用
地
の
土
地
は
雑
種

地
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
現

在
の
登
記
簿
で
は
田
に
な
っ

て
い
る
。
鑑
定
額
に
違
い
は

起
き
る
の
か
。

答　
公
有
地
と
し
て
市
街
化

調
整
区
域
を
買
う
と
き
は
、

公
園
で
あ
れ
道
路
で
あ
れ
、

全
て
宅
地
見
込
み
で
評
価
し

て
い
る
。

問　
近
く
に
第
２
運
動
公
園

が
で
き
、
利
用
者
も
減
っ
て

状
況
も
変
わ
っ
た
。
市
の
計

画
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

緑
の
基
本
計
画
で
は
、

借
地
公
園
等
は
将
来
的
に
返

還
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
り
、
地
権
者
の
意
向
に
配

慮
し
た
上
で
買
収
す
る
と
し

て
い
る
。

問　

聞
こ
え
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
つ
い
て
の
認
識
と
、

相
談
窓
口
の
拡
充
は
。

答　
住
み
慣
れ
た
地
域
環
境

で
生
活
し
続
け
る
た
め
に
、

聞
こ
え
に
関
す
る
障
壁
を
取

り
除
く
こ
と
は
必
要
な
こ
と

で
あ
る
。
相
談
支
援
体
制
の

充
実
を
図
り
た
い
。

富
士
見
橋
に
設
置
し
た

ス
ム
ー
ズ
横
断
歩
道
は

問　
実
証
実
験
の
結
果
と
本

格
設
置
ま
で
の
経
過
は
。

答　
市
は
実
証
実
験
の
中
で

速
度
抑
制
を
確
認
し
た
。
ポ

ス
ト
コ
ー
ン
設
置
、
路
面
標

示
や
看
板
等
で
注
意
喚
起

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
速
度
抑

制
意
識
を
促
す
。

福
岡
江
川
雨
水
幹
線 

 

の
内
水
浸
水
対
策

問　
産
業
団
地
調
整
池
完
成

後
の
運
用
は
。

答　
東
側
は
７
万
１
６
３
４

㎥
、
西
側
は
１
万
４
７
２
０

㎥
で
あ
る
。
完
成
後
、
出
水

期
の
流
入
デ
ー
タ
を
基
に
運

用
方
法
等
を
検
討
し
、
浸
水

被
害
の
軽
減
に
努
め
る
。

終
戦
80
年
と  

平
和
事
業
の
在
り
方
は

問　
ふ
じ
み
野
市
平
和
宣
言

に
依
拠
し
た
事
業
の
実
施

は
。

答　
市
民
の
願
い
で
あ
る
恒

久
平
和
実
現
に
向

け
、
終
戦
80
周
年

を
機
に
平
和
の
尊

さ
を
再
認
識
で
き

る
事
業
を
実
施
し

た
い
。

福
岡
江
川
緑
道
に

防
犯
カ
メ
ラ
を小

林　
憲
人 

議
員

聞
こ
え
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
ま
ち
づ
く
り足立　

志
津
子 

議
員

調整池整備で内水浸水の軽減

一 般 質 問
問　
子
ど
も
達
が
安
心
し
て

登
下
校
で
き
る
状
況
や
市
民

が
安
心
し
て
歩
く
こ
と
の
で

き
る
状
況
の
創
出
を
。

答　
福
岡
江
川
緑
道
の
改
修

計
画
を
策
定
す
る
際
に
研
究

し
て
い
く
。

よ
り
き
め
細
か
な 

 

発
達
支
援
を

問　
乳
幼
児
期
の
発
達
支
援

に
関
し
て
、
市
な
ら
で
は
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
に
向

け
、
市
内
に
新
設
さ
れ
る
特

別
支
援
学
校
と
の
連
携
を
。

答　
特
別
支
援
学
校
と
連
携

し
、
子
ど
も
の
発
達
支
援
事

業
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

よ
り
円
滑
な 

 

地
域
福
祉
の
活
動
を

問　
地
域
の
中
で
活
動
し
て

い
る
人
か
ら
、
活
動
に
必
要

な
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け

ら
れ
ず
、
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
聞
く

こ
と
が
あ
る
。
情
報
共
有
指

針
を
作
成
し
て
は
。

答　
現
場
の
声
を
踏
ま
え
て
、

情
報
共
有
指
針
や
個
人
情
報

の
共
有
の
手
引
き
を
検
討
し

て
い
く
。

上
下
水
道
課
に 

 

営
繕
係
の
創
設
を

問　
技
術
継
承
や
万
一
の
災

害
を
想
定
す
る
と
営
繕
係
が

必
要
で
は
。

答　
近
隣
他
市
の
動
向
や
社

会
情
勢
の
変
化
な
ど
、
様
々

な
状
況
を
踏
ま
え
研
究
し
て

い
く
。

問　
駅
前
広
場
用
地
買
収
の

進
捗
状
況
は
。

答　
14
筆
中
12
筆
は
買
収
済

だ
が
、
残
り
2
筆
に
つ
い
て

は
、
代
替
地
等
の
課
題
が
あ

り
、
地
権
者
と
対
話
を
行
っ

て
い
る
。

問　
駅
に
下
り
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
設
置
し
て
は
。

答　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
よ

れ
ば
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
よ

り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
が

優
先
さ
れ
る
。
下
り
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
よ
り
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
利
用
が
望
ま
し
い
。

要
望
に
つ
い
て
は
慎
重
に
判

断
す
る
。

問　
駅
前
広
場
の
整
備
完
成

時
期
は
。

答　
完
成
時
期
を
含
め
た
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
検
討

は
、
用
地
取
得
の
進
捗
と
整

合
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い

く
。連

続
立
体
交
差
事
業
の  

着
手
方
法

問　
東
武
東
上
線
大
山
駅
付

近
の
連
続
立
体
交
差
事
業

は
、
東
京
都
、
板
橋
区
、
東

武
鉄
道
株
式
会
社
が
事
業
主

体
と
な
っ
て
都
市
計
画
道
路

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
本

市
の
着
手
方
法
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答　
県
並
び
に
沿
線
市
町
と

協
力
を
図
り
な
が
ら
、
東
武

鉄
道
株
式
会
社
に
粘
り
強
く

要
望
し
て
い
く
。

問　
高
畑
市
長
初
当
選
後
の

平
成
22
年
、
市
長
の
在
任
期

間
に
関
す
る
条
例
提
出
の
意

図
は
。

答　
市
長
の
職
に
同
一
の
者

が
長
期
に
わ
た
り
在
任
す
る

こ
と
に
伴
い
、
発
生
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
弊
害
を
防
止
す

る
た
め
で
あ
る
。

問　
弊
害
の
意
味
は
。

答　
行
政
執
行
に
お
け
る
マ

ン
ネ
リ
化
や
政
策
の
偏
り
、

あ
る
い
は
独
善
的
に
な
り
得

る
の
で
は
な
い
か
。

　
職
員
の
助
言
や
進
言
に
も

耳
を
傾
け
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。

　
職
員
の
採
用
等
に
お

い
て
も
弊
害
が
起
こ
り

得
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

一
般
論
と
し
て
多
く
の

方
に
認
め
ら
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
そ

れ
は
首
長
が
予
算
編
成

権
や
人
事
権
、
許
認
可

権
な
ど
の
大
き
な
権
限

を
持
つ
か
ら
で
あ
り
、
権
力

の
濫
用
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
多
選
に
よ
っ
て
弊
害
が
生

じ
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
基
本
的
な
考
え
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。

物
価
高
対
策

問　
物
価
高
対
策
と
し
て
上

下
水
道
料
金
を
減
免
し
て

は
。

答　
市
単
独
で
は
厳
し
い
た

め
、
国
の
動
向
を
踏
ま
え
検

討
す
る
。

市
長
選
挙
で

多
選
を
許
さ
な
い

原
田　
雄
一 

議
員

上
福
岡
駅
東
口

駅
前
広
場
の
整
備

近
藤　
善
則 

議
員

福岡江川緑道

下りエスカレーターを
東口に

川
崎
調
整
池
の
政
策
効
果
は

床
井　
紀
範 

議
員

市浄水場

下福岡城山公園

鈴
木　
啓
太
郎 

議
員

宅
地
並
み
の
値
段
で
田
ん
ぼ
を

買
う　
下
福
岡
城
山
公
園
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編集委員が
インタビュー !

お仕事を始めたきっかけを教えてください。
もともと会社員になるつもりはなく、東京都
内のそば屋で数年間修行し、のれん分けをし
て独立しました。
力を入れていることを教えてください。
10年ほど前から、近隣の農家に協力していた
だき、そばの栽培を始めました。そばを一か
ら育て、収穫祭なども行います。
また、地場産の野菜を直接農家から仕入れて
います。仕入れた野菜は天ぷらなどでお客さ
んに振舞っています。

大変なことは何かありますか。
物価高、米価の高騰も大変です。お昼時はサー
ビスでご飯を出して
いましたが、今はな
かなか難しいです。
そばの仕入れの値段
はそれほど変わらな
いので、何とか手ご
ろな価格で、お客さ
んに召し上がってい
ただいています。

ＱＱ
ＡＡ

ＱＱ
ＡＡ

ＱＱ
ＡＡ

表紙：働く人シリーズに寄せて

おそば屋さんおそば屋さん  に伺いましたに伺いました

芦
あし
野
の
　仁

ひとし
�さん

議会広報常任委員会

6 月定例会の傍聴者は 72 人でした。

市議会だよりは、ふじみ野市のホー
ムページからも閲覧できます。
市議会の会議録も見られます。
録画放映や SNS もご覧ください。

ふじみ野市議会

次の定例会の
開  会  予  定：９月 1 日 午前9：30～

請願締切予定：８月22日 午前10：00

市役所 4 階議場で開催します

検索

 委 員 長　床井　紀範
　委　員　田中　早苗
　委　員　前田　広子
　委　員　鈴木啓太郎

副委員長　古越　孝子
　委　員　鈴木　美恵
　委　員　鈴木　宏樹

【お詫びと訂正】
前号の12ページ「一般質問」に掲載した坪田敏孝議
員の記事について誤りがありました。深くお詫び申し
上げ、次のとおり訂正いたします。

中見出し　�（正）民生委員選任への市の関わり� �
（誤）市職員の地域貢献

　�市職員が民生委員の活動を行う上で、地域貢献活
動休暇制度を導入しては。

（正）  地域活動に積極的に参加できるよう制度を整
えていきたい。

（誤）  すでに本市で導入している。地域活動に積極
的に参加できるよう制度を整えていきたい。

編集後記
　６月定例会では議長・副議長が選ばれ、各常任委員会
の委員が新しく選任されました。議会広報常任委員会も
新メンバーでスタートしました。本委員会は、今後も議
会活動を市民の皆さんに分かりやすく伝え、議会と市民
のパイプ役になれるよう力を尽くします。
　梅雨も明け、夏の太陽の日差しが眩しいこの季節です。
酷暑のみぎり、体調が優れない方も多いでしょうが、お
体に気をつけてお過ごしください。
　今年はふじみ野市誕生20周年記念事業が目白押しで
す。おおい祭り、上福岡七夕まつりなど、市誕生20周
年にふさわしく事業が拡充されています。夏のお出かけ
が心に残る思い出になるように、心よりお祈り申し上げ
ます。
� （床井　紀範）

表紙の題字を書いてくれた人
葦原中学校３年  大

おお
久
く ぼ

保　実
み

咲
さき

さん

　私は、ふじみ野市の中で特に図書館が好きです。友達
と一緒に勉強したり本を読んだりして過ごすことができ、
とても居心地がいい場所です。
　これからさらに友達と集まれる場所が増えていってほ
しいです。

市議会議員による時候のあいさつ状、寄附行為等は、
法律で禁止されています。ご理解をお願いします。
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